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要旨：特別支援教育の推進のキーパーソンである、特別支援教育コーディネーターの指名と養成が、平成15年（2003
年）度から全国の小・中学校で始まり、平成17年（2005年）度からは幼稚園と高等学校でも始まっている。校内の特
別支援教育の推進役、関係機関との連携の窓口、保護者との連携や支援の窓口としての役割への期待は大きい。国は、
小・中学校においては、平成19年（2007年）度までに全ての学校で指名と必要な研修を終えることを目指すという。
したがって、今後は、指名や養成から、コーディネーターの実際の取組やその成果へと、関心が移っていくことにな
る。このような状況から、特別支援教育コーディネーターに関する優れた実践事例を広く集めて広報することや、専
門家による基礎的研究の発表の場を確保することなどが求められている。そこで、兵庫教育大学大学院特別支援教育
コーディネーターコースは、我が国初となる特別支援教育コーディネーターに特化した研究誌「特別支援教育コーディ
ネーター研究」を創刊することとした。本稿では、創刊にあたっての構想、使命、内容、そして将来展望について述
べる。
キーワード：特別支援教育コーディネーター、実践事例、基礎的研究、特別支援教育コーディネーターコース
1．「特別支援教育コーディネーター研究」の構
想
特別支援教育の動向
平成13年（2001年）1月から始まった、これまでの
特殊教育から新たな特別支援教育への転換は、その後、
着実に進み、現在までの問に、関連の法的整備、全都
道府県や市町村における体制整備、各学校における校
内支援体制の構築などが急ピッチで進んでいる。平成
19年（2007年）度からは改正学校教育法が施行され、
法令上からも、特殊教育という語が消え、特別支援教
育となり、いよいよ取組が本格化していく。
特別支援教育コーディネーターを巡る動向
このような特別支援教育への転換において、各学校
の特別支援教育の推進のキーパーソンとして注目され
期待される、特別支援教育コーディネーターの指名と
養成が、平成15年（2003年）度から全都道府県で始まっ
た。さらに、平成17年（2005年）度からは、小・中学
校のみならず、幼稚園と高等学校でも始まっている。
校内の特別支援教育の推進役、関係機関との連携の窓
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口、保護者との連携や支援の窓口としての役割への期
待は大きい。文部科学省の調査によると、2005年9月
の時点で、全国の小・中学校のおよそ80％で、コーディ
ネーターが既に指名されていることが分かる。国は、
小・中学校においては、平成19年（2007年）度までに
全ての学校で指名と必要な研修を終えることを目指す
という。したがって、指名や養成が一段落すると、各
学校のコーディネーターとしての活動の充実、一定規
模の地域を束ねるより専門性の高い上級コーディネー
ターの養成、コーディネーターの活動の評価などへと、
関心事が移っていくことになる。
兵庫教育大学大学院の養成コースの概要
兵庫教育大学は、大学院修士課程に、現職教員を対
象とした2年間のコース「特別支援教育コーディネー
ターコース」（注1）を、平成18年（2006年）度に開設し
た。2年間のコースとしては我が国初である。養成の
プログラムなど詳細については、本研究誌に掲載の、
宇野・石橋・柘植論文を参考のこと。なお、愛媛大学
や鳴門教育大学においても、大学院レベルでの特別支
援教育コーディネーターの養成が始まっている。
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特別支援教育コーディネーターに特化したジャーナル
の必要性
このように、特別支援教育コーディネーターの指名
や養成が全国各地で着実に進み、その取組がいよいよ
本格化していくこの時期には、全国各地の先進的な取
組や模索、基礎的な研究を集めた定期的な研究誌が必
要であろうと考える。特に、大学院レベルでの養成を
始めた兵庫教育大学大学院特別支援教育コーディネー
ターコースの担当教員間では、そのような研究誌が必
要であること、しかも、3年後、5年後からではなく、
各学校での指名がほぼ終わり、コーディネーターの取
組がいよいよ充実し始めるであろうこの時期に必要で
ある、との認識に至った。そこで、「特別支援教育コー
ディネーター研究」（以下、「本研究誌」という。）を
創刊する準備を、平成18年（2006年）度から始めた。
本研究誌の刊行の位置
兵庫教育大学に設置された教育・社会調査研究セン
ター（注2）が実施する大規模なプロジェクト研究の一つ
として、平成18年（2006年）度から20年（2008年）度
までの3か年の機関で、特別支援教育コーディネーター
の指名や活動状況を明らかにする「特別支援教育コー
ディネーター全国悉皆調査」を、国内の全公立幼稚園、
小学校、中学校、高等学校を対象に実施した（平成18
年11月に質問紙を発送。現在、回収・分析中。）「特別
支援教育コーディネーター研究」の刊行はこのプロジェ
クト研究の一環として行うという位置づけである。さ
らに、平成19年（2007年）2月10日（土）に神戸市内
で開催予定の「第1回全国特別支援教育コーディネー
ター会議in神戸」（注3）の開催も、本プロジェクト研究に
おける一貫として行われる。
2．「特別支援教育コーディネーター研究」の使
命
実践事例や基礎的研究を集約する必要性
特別支援教育コーディネーターの活動や養成に関す
る実践報告や基礎的研究が少しずつ増え始めてきた。
今後、全ての学校園で指名が終わり、必要な養成が充
実してくると、コーディネーターに関する実践的研究
や基礎的研究について、広く収集し広報していくこと
が望まれる。
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しかし、これまでは、特別支援教育コーディネーター
に特化した研究誌はなく、既存の学会誌（LD研究、特
殊教育学研究、教育心理学研究、K－ABCアセスメント
研究など）や商業誌（LD＆ADHD、教育と医学、特別
支援教育研究、教職研修など）などで紹介されてきた。
このように、広く様々な専門的な特色のある学会誌や、
目的やテーマの異なる商業誌に掲載される意味も大き
いが、それとともに、その関係者の多さや、活動内容
の複雑さ多様さ、関連領域の多さなどから、コーディ
ネーターに特化した研究誌の存在も必要だろうと考え
る。
本研究誌の使命
本研究誌の使命は、以下の5点である。
（1）特別支援教育コーディネーターの活動に関する優
れた実践事例を広く公にすること
（2）特別支援教育コーディネーターの養成に関する実
際的研究を広く公にすること
（3）国内外の専門家による基礎的研究の発表の場を確
保すること
（4）兵庫大学大学院の特別支援教育コーディネーター
コースの大学院生の研究成果を始め、広く全国各地
の大学で、コーディネーターについて学ぶ学生の研
究成果を公表する場を確保すること
（5）特別支援教育コーディネーターに関する様々な情
報の収集・整理・提供を行う場
なお、1．の「研究誌刊行の位置」でも述べたよう
に、本研究誌の刊行は、「特別支援教育コーディネー
ター全国悉皆調査」を含むプロジェクト研究の一環と
して行われることから、本研究誌の中で、全国悉皆調
査の結果などについて随時掲載していくことが大きな
目的であることは言うまでもない。
3．「特別支援教育コーディネーター研究」の内
容
期待される内容の例
本研究誌に掲載が期待される内容として、以下のも
のが考えられる。いずれも、実践事例の報告や、事例
研究、調査研究、実験研究などさまざまな研究方法が
考えられ、これからの実践や研究に期待される。
・コーディネーターに期待される役割と機能の探求に
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関すること
校内の特別支援教育の推進のキーパーソン。関係
機関との連携の窓口。保護者との連携や相談の支援
の窓口。
・コーディネーターに求められる資質・技能（専門性）
に関すること
校内委員会の取り回し。子どもの気付き。実態把
握。指導計画の作成。教師への助言。保護者への支
援。
・コーディネーターの指名の在り方に関すること
人数、指名される立場（役職）、指名の期間など。
・各学校種によるコーディネーターの指名や取組につ
いての実践に関すること
幼稚園、小学校、中学校、高等学校、盲・聾・養
護学校。
個々のコーディネーターの取組の評価。
・コーディネーターの養成の在り方に関すること
一般のコーディネーターの養成。上級コーディネー
ターの養成。1年過程や大学院レベルでの養成。
・フォローアップ研修の在り方
半年後、1年後などの追加的研修。
・コーディネーターに関する行政施策の実際に関する
こと
都道府県、市町村レベル。養成の内容や計画など。
・取組、養成、施策の評価に関すること
個々のコーディネーターの取組の評価。養成（プ
ログラム）の評価。
・諸外国の動向
既にコーディネーターの取組の実績のあるアメリ
カ、イギリスなどとの比較研究。
・近接領域のキーパーソン（コーディネーター）との
連携の在り方
福祉のコーディネーターなど、関係領域における
キーパーソン。
創刊号の内容
創刊号では、以下の3部構成とした。
・兵庫教育大学大学院の担当教員による、創刊の主旨、
兵庫教育大学大学院の特別支援教育コーディネーター
コースの養成の概要、特別支援教育コーディネーター
全国悉皆調査の概要
・全国悉皆調査の研究協力者のそれぞれの専門の立場
3
からの御執筆
・本学学長ら関係者による創刊にあたっての寄稿
4．「特別支援教育コーディネーター研究」の将
来
盛り込むべき内容（編集方針）について
3．で示した内容が、おおよその本研究誌が想定す
る内容である。そして、その際には、できる限り全国
各地の実践を集約すること、大学や研究機関における
基礎的研究、教育委員会や教育センターの取組、NPO
等の取組など、およそこの分野における実践・研究を
できる限り広く漏れなく、偏ることなく盛り込むこと
を目指す。
また、兵庫教育大学大学院の特別支援教育コーディ
ネーターコースの大学院生の、OJT先の学校での実習
の成果や、修論の途中経過や成果についても、随時紹
介していくことにする。
本研究誌の刊行の組織について
本研究誌は、本学の教育・社会調査研究センターに
よる3年間のプロジェクト研究の一環として、その成
果を広報する役割を担うものとして、3年間の期限付
きでスタートした。しかし、この3年間の期間の後は、
様々な刊行の形が考えられる。他大学と共同した研究
誌の発行も考えられるし、特別支援教育コーディネー
ターの研究会、あるいは学会組織を発足し、その機関
誌とすることも考えられる。このことは、また、全国
特別支援教育コーディネーター会議を、3年の期限付
きでスタートさせたこととにも深く関わる。
いずれにしろ、特別支援教育コーディネーターに特
化した「研究誌の創刊」や「全国的な会議の発足」は、
我が国における特別支援教育コーディネーターの活動
や養成、充実・発展には、どうしても必要な事項であ
り、やがてどこかの機関や組織がしなくてはならない
ものであると考えた。そこで、兵庫教育大学大学院特
別支援教育コーディネーターコースが、大規模な学内
研究プロジェクトの指定を受けたことを契機に、その
「ジャーナルの創刊」と「全国的な会議の発足」のス
タートの部分に関わることとしたのである。
3年間のプロジェクトの後は、兵庫教育大学のみで
継続していくのではなく、本事業の主旨に賛同してい
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ただける機関や関係者を募り、組織化を図っていくこ
とも考えられる。
・：ミ
特別支援教育への転換がいよいよ本格化する今、特
別支援教育の推進のキーパーソンである特別支援教育
コーディネーへの期待がますます高まることが予想さ
れる。本研究誌の創刊が、我が国における特別支援教
育コーディネーターの充実に、少しでも貢献できれば
と考えている。
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